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第 1回 こども大使とホストフレンド、その後の交流（1） 

 

福岡市に住む末松さんファミリーは、第28 回のこども会議で初めてホストファミリーを経験しました。その時ステイしたのが、韓国から

やって来たこども大使のユリさんです。 

 

同い年のホストフレンド・花菜さんは『初めてユリに会うときも、全然緊張しなかった』、一方のユリさんは『日本のホストファミリーに 

会うのを楽しみにしていた』と当時を振り返ります。弟の央壮くん

も含め、2 人はすぐに仲良くなりました。この時の2 人のコミュニケ

ーションは主に韓国語と英語が少し。とは言ってもスラスラと話せ

るわけではないので、たまたま韓国語を習っていたホストマザーの

宏子さんの通訳や、翻訳アプリを活用したりしてコミュニケーショ

ンをとっていました。ステイ中はプールに行ったり、浴衣で地域の

夏祭りに参加したり、一緒に日本の小学校に登校したり、沢山

の素敵な体験をしました。その時のビデオを見ながら、2 人に 

当時の一番の思い出を尋ねると『選べない！全部！！』と口を

揃えます。実際ユリさんが帰国前に書いた日記には、枠に収ま

りきれないほどたくさんの思い出が書かれていました。 

 

 

 

それから7 ヶ月後の翌年2 月、小学校卒業前の思い出として、今度は花菜さん

と宏子さんが、ユリさんの住む韓国を訪れました。お二人がユリさんのご家族に会う

のはこの時が初めてでしたが、現地ではユリさんをはじめ、ご両親や弟さんから大

歓迎を受けました。お揃いの綺麗なチマチョゴリを着て写真を撮ったり、美味しい

韓国料理を堪能したり、一緒にショッピングに出掛けたり、とても楽しい時間を過ご

しました。ユリさんのお母さんが自宅で韓国の家庭料理を振舞ってくれたことや、朝

ごはんにキンパ（韓国の海苔巻き）を一緒に作ったことも、とても印象に残ってい

ると言います。 

この時、お父さんと弟の央壮くんは残念ながら都合がつかず一緒に行くことは出来

ませんでしたが、ユリさん達からは『次はぜひ家族全員で韓国に来てね！』という温

かいビデオメッセージが送られました。 

 

 

 

それからさらに1 年近くが経った今年の冬、今度は何とユリさんご一家が全員で来日。念願の二家族全員での対面を果たしました。

ユリさんは今回の滞在中、こども大使としてやって来た時に花菜さん達と行って楽しかった思い出の場所に、ご両親と弟のジュヒョン

くんを連れて行きました。そして、最後の夜には、ユリさんのお母さんがキンパを作ってくれたお返しに、花菜さんたちが手巻き寿司パ

ーティーでおもてなししました。 

家の中では日本語ではなく、みんな韓国語や英語などを交えながらコミュニケーションを取ります。宏子さんと花菜さんは、ユリさん

が帰国してから現在まで、携帯の通信アプリを使って連絡を取り合っているそうで、宏子さんは『まだまだ1 文書くのも時間がかかる

んです…』と言うものの、ユリさんのご両親は『彼女の韓国語はとても上手！』と太鼓判を押します。これまでも韓国語を習っていま
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したが、ユリさんのホームステイをきっかけに、より学習のモチベーションが上がったとのこと。『実際に話したり、メッセージを送ったりする

ようになって、本当にいい勉強になっています』と宏子さんは語ります。 

 

 

 

 

また、花菜さんにもホストファミリー経験後に変化がありました。今までは全く関心

を示さなかった語学プログラムや海外研修のチラシに興味を持ち始め、来年の春

休みには初めての海外ホームステイにチャレンジします。またユリさんの帰国後、花

菜さんは以前よりも積極的に海外のドラマや音楽を通じて外国語に触れるように

なりました。今回約1 年ぶりに再会したユリさんと話して、『以前よりも言葉が随分

わかるようになった』と言います。2 人にこれからの目標について尋ねると、また韓国

に会いに行くこと、花菜さんは韓国語、ユリさんは日本語、そして2 人とも英語を

頑張って勉強して、将来はお互い3 ヶ国語でコミュニケーションが取れるようになり

たい！と、笑顔で答えてくれました。 

 

 

 

 

 

こども会議のホストファミリーになったことがきっかけで出会った、末松

さんファミリーとユリさんご一家。この出会いを、末松さんファミリーは

『家族構成も子どもたちの年齢も全く同じ。運命的な出会いだと思

います』、ユリさんご一家は『言葉では言い表せないほど幸せな 

ことです』と表現しました。そして最後にユリさんは笑顔でこう言いま

した。 

『これからも末松さんファミリーは私の日本の家族、 

そして私たちは花菜さんの韓国の家族です。』 

 

 

 

国や文化、言葉の違いを超えて素敵なつながりを築いている二つのご家族。この出会いがこれからも長く続いていくことを心から 

願っています。 

今回再会した末松さんファミリーとユリさんご一家 

韓国を訪れた時の1 枚 
お揃いのチマチョゴリを着てポーズ 


